
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

【日時】3 月 27 日（土）午前 10 時～午前 11 時 30 分 【会場】出雲崎町中央公民館 201 会議室 

【内容】「ハッピーバスケット」春の花をバスケットいっぱいに詰め込んだアレンジです。     

【定員】8 名（先着順、お子様でも簡単にできますので、親子での参加大歓迎です）  

【持ち物】はさみ、古新聞 1 日分、持ち帰り用の袋  ※マスク着用願います。 

【講師】長岡市 明田川 綾子 様       

【申込】3 月 19 日（金）までにお申込みください。 

【参加費】1,500 円（当日徴収します）連絡がなく欠席した場合は、材料は買い取りしていただきます。  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 5 日発行 

編集：出雲崎町公民館  

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

 3 月 3 日（水）、中央公民館講堂において、町の学校教育・社会 

教育活動等に関して顕著な功績のあった個人・団体を表彰する「教 

育委員会表彰式」と、町のスポーツ活動の振興に寄与した個人・団 

体を表彰する「体育協会表彰式」を開催しました。 

コロナ禍の影響もあり、各種大会の中止が相次ぐ中で、今年度は下

記の 1 団体と 2名の方が「体育功労表彰・奨励賞」を受賞されました。 

教育委員会では、受賞された皆さまのより一層のご活躍を期待する 

とともに、夢や目標に向かって挑戦する皆さまを応援しています。 

来年度も活躍する方の情報をお待ちしています。 

☆出雲崎スカイヤーズ 

 柏崎中央ロータリークラブ旗争奪 第 32 回新人野球大会優勝 

☆竹内
たけうち

 蒼来
そ ら

 さん（小学 4 年生） 

 第 17 回新潟県小学生団体対抗バドミントン大会 4 年生女子の部第 3 位 

☆竹内
たけうち

 来未
く る み

 さん（小学 2 年生） 

 第 17 回新潟県小学生団体対抗バドミントン大会 4 年生女子の部第 3 位 

※なお、今年度の教育委員会表彰の文化功労表彰の該当者はいませんでした。 

 

受賞者の皆さん 

お知らせ 

フラワーアレンジメント教室のご案内 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

【日 時】3 月 13 日（土）午前 11 時～11 時 30 分 

【会 場】良寛記念館展示館 

【定 員】30 名（入場無料） 

【解 説】富弘美術館主任学芸員 桑原みさ子 氏 

詳しくは、良寛記念館（0258-78-2370）へお問い

合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語でもっと人と交流したい。自分を磨きながら、楽しく毎日を充実させたい。 

【日 時】毎週木曜日 19 時～20 時（月 3 回程度） 

（3/11、25（木）19 時～体験見学会を開催します。 興味のある方は気軽においでください！） 

【会 場】中央公民館 視聴覚室【会 費】月額 3,500 円程度（テキスト代がかかる場合があります。） 

【講 師】カナダ出身 ポール・エドワーズ 

【お問合せ】教育課 社会教育係 （電話番号 78－2250）（ＦＡＸ78－4559） 

お知らせ 

空自の次期主力戦闘機に米ラッキード社 F-53 が内定し

た。だが F-53 には墜落事故の隠蔽と防衛事務次官の癒着の

噂が。大戦中の戦闘機「隼」の開発者を祖父に持つムサシ重

工社員・光崎は、「国産」の戦闘機開発に奔走する！ 

講 題：「星野富弘の詩画について」 

 

高校入学を目前に、ふとした異変で昭和にタイムスリップ

した菜緒。愛想なしの祖母を相棒に東京タワーから始まる物

語は、出会いと発見にあふれ…。孫娘とばあさんの時をまた

ぐ冒険を描く。「読売新聞」連載に加筆して単行本化。 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

つるし雛かざり開催中です 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

３月１日から妻入り会館において『出雲崎妻入りつるし雛かざり』を開催し

ています。つるし雛や江戸時代の享保雛など約２００点を飾っています。つる

し雛の飾りには、それぞれに子供の成長や健康などを願う意味があり、町内の

方々などが思いを込めて作られています。あわせて繭玉かざりも飾っています

のでぜひお立ち寄りください。（４月１８日まで） 

     指定管理者 妻入りの会 

従姉に頼まれ、3 年前に亡くなった祖母の茶道具を整理す

ることになった星那。茶道の稽古場に通いながら、少しずつ

自分の働き方、生き方を見つめ直していき…。月刊「淡交」

掲載に書き下ろしの中編小説を加えて単行本化。 

 江戸の片隅。耳が聴こえない物乞いのゲンさんと、視力を

失い妻娘と離別した按摩のソウさん。2 人は掌に画を描き合

うことで心を通わせていく中、赤ん坊を拾う。一心にその娘

を育てる日々の中で希望を見出し…。 

飛石を渡れば/淡交社･･･一色さゆり 著 

ハヤブサの血統/KADOKAWA 

･･･鷹匠 裕 著 

ゲンさんとソウさん/薫風社 
･･･松下隆一 著 

ギャラリートークを開催します 

ばあさんは 15歳/中央公論新社 
･･･阿川佐和子 著 

良寛記念館のロビーでは、只

今「つるし雛かざり」を開催し

ています。 

色鮮やかな可愛らしい作品で

す。お気軽にお越しください。

ぜひお待ちしております。3 月

30 日(火)まで展示しています。 

 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

こ
の
句
か
ら
は
、
春
の
光
景
と
芭
蕉
の
情
景
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
今
、
車
社
会
に
な
り
，
道
中
足
を
止
め
て
ゆ
っ
た
り
と
趣
き

を
味
わ
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
頃
の
懐
か

し
い
道
草
な
ど
も
、
今
は
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
い
。
急
ぎ
す
ぎ

た
り
忙
し
す
ぎ
る
と
、
見
え
る
も
の
も
見
え
な
く
な
る
。
こ
の
事

は
多
忙
さ
が
も
た
ら
す
、
現
代
の
一
面
で
あ
る
。 

ま
た
、
春
は
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
。
先
日
、
出
雲
崎
中

学
三
年
生
が
学
校
を
巣
立
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に

自
ら
の
志
望
を
も
っ
て
の
新
た
な
生
活
が
始
ま
る
。
自
分
を
見
失

う
こ
と
な
く
、
時
に
は
時
間
を
か
け
て
自
分
を
見
つ 

め
、
そ
し
て
、
新
た
な
人
と
の
出
会
い
を
大
事
に
し 

て
、
大
志
を
貫
い
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

卒
業
が
あ
れ
ば
入
学
も
間
近
に
あ
る
。
先
日
、
小
学
校
へ
入
学

す
る
新
一
年
生
の
「
移
行
学
級
」
が
あ
っ
た
。
親
子
共
々
、
新
鮮

な
気
持
ち
で
期
待
感
い
っ
ぱ
い
の
こ
と
と
お
察
し
し
た
。 

 
 

 
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
（
仏 

哲
学
者
）
は
、「
子
ど
も
の
教
育
・
勉

学
は
、
子
ど
も
の
欲
望
と
興
味
を
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

で
な
い
と
、
背
中
に
本
を
背
負
っ
た
ロ
バ
を
養
う
こ
と
と
同
じ
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
「
欲
望
と
興
味
の
喚
起
」
は
、
人
間
の

成
長
の
土
台
で
は
な
か
ろ
う
か
。
子
育
て
の
中
に
、
子
ど
も
の
夢

中
に
な
る
も
の
や
良
い
点
を
見
つ
け
、
お
子
さ
ん
の
特
性
や
成
長

を
焦
ら
ず
に
見
守
り
、
大
き
く
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

る
。 三

月
、
四
月
は
自
然
界
も
精
気
を
取
り
戻
し
、
ま
た
、
人
の
動

き
が
多
い
躍
動
の
月
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
万
事
、
腰
を
据
え
て
取
り
組
め
れ
ば
こ
の
上
な
い
こ
と
で
あ

る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〈
越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈
西
乃
越
句
会
〉 

い
よ
い
よ
、
大
地
に
眠
っ
て
い
た
自
然
が
躍
動
し
始
め
る
時

節
で
あ
る
。
鉛
色
の
空
が
徐
々
に
消
え
、
う
ら
ら
か
な
空
が
広

が
る
春
、
弥
生
。
春
の
空
気
が
至
る
所
に
行
き
渡
り
、
年
度
替

わ
り
の
様
々
な
催
し
が
あ
る
時
期
で
あ
る
。 

と
は
言
え
、
す
ん
な
り
本
格
的
な
「
春
」
は 

一
気
に
来
な
い
し
、
「
早
春
、
春
浅
し
、
春
め 

く
、
春
深
し
、
晩
春
、
暮
れ
の
春…

」
等
々
、 

段
階
的
に
進
む
春
。
日
本
の
言
葉
は
、
実
に
妙 

を
得
、
感
性
細
や
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
間
や
心
の

ゆ
と
り
が
な
い
と
な
か
な
か
言
葉
を
味
わ
う
と
こ
ろ
ま
で
は

い
か
な
い
も
の
だ
。 

物
的
な
も
の
を
見
る
の
も
同
様
の
よ
う
だ
。 

先
月
ま
で
、
県
立
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
「
開
館
20
周
年

記
念
特
別
公
開
」
が
開
催
さ
れ
、
考
古
・
歴
史
・
民
俗
各
分
野

の
逸
品
が
展
示
さ
れ
た
。 

私
個
人
の
反
省
点
に
な
る
が
、 

鑑
賞
の
段
階
で
は
一
つ
一
つ
の 

説
明
文
の
熟
読
玩
味
が
足
り
ず
、
そ
の
上
、
鑑
賞
眼
不
足
も
手

伝
っ
て
、
貴
重
な
展
示
物
の
良
さ
が
十
分
心
に
焼
き
付
か
な
い

も
の
が
あ
っ
た
。
深
く
見
つ
め
な
い
と
、
良
さ
を
味
わ
え
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
例
で
あ
る
。 

 

松
尾
芭
蕉
に
、
春
を
代
表
す
る
句
が
あ
る
。 

「
山
路
来
て 

何
や
ら
ゆ
か
し 

す
み
れ
草
」 

（
意 

山
路
を
歩
い
て
い
る
と
、
道
端
に
咲
い
て
い
る
す
み
れ

花
に
、
何
と
な
く
心
が
引
き
つ
け
ら
れ
る
） 

   

万
事
、
腰
を
据
え
て
取
り
組
め
れ
ば 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

〈
出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 
 

 

～
６
年
生 

最
後
の
句
会
～ 

 

「
お
め
で
と
う
」
卒
業
生
の
背
中
ご
し 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

枝
元 

一
華 

卒
業
式
こ
れ
で
最
後
の
通
学
路 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

奈
良 

彩
夏 

卒
業
は
新
た
な
自
分
の
始
ま
り
だ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

長
谷
川
麻
子 

卒
業
し
新
た
な
道
を
歩
ん
で
く 

 
 

 
 
 

伊
藤 

亜
夢 

卒
業
で
親
の
涙
が
目
に
映
る 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

立
石 

宇
大 

今月の一句 
玄
関
の
壺
の
ね
じ
め
の
猫
柳 

 
 
 
 
 
 
 

木
折
町 

   

島
宗 

宗
子 

風
荒 す

さ

び
氷
柱
も
砂
も
巻
返
し 

 
 
 
 
 
 
 

久 

田 
   

五
井
野
久
女 

釣
り
場
に
は
二
重
の
鎖
波
の
花 

 
 
 
 
 
 
 

て
ま
り
団
地 

本
間 

加
津 

炬
燵
と
ふ
罠
に
嵌
ま
り
し
の
め
し
こ
き 

 
 
 
 
 

※
「
と
ふ
」
＝
と
い
う 

川 

西 
  

仲
野 

隆
之 

す
さ 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内ゲートボール大会を開催いたしました！！ 

東京 2020オリンピック聖火リレーのボランティア募集 

 ２月９日（火）に出雲崎ゲートボール場で屋内ゲー

トボール大会を開催いたしました。今年度最後の大会

ということで、参加者も気合が入り寒さを吹き飛ばす

ような白熱した試合となりました。 

 

優勝：西越 

準優勝：五ヶ字 

第 3 位：小木ノ城 A 

コオーディネーショントレーニング教室を開催いたしました！！ 

お問い合わせ 

TEL78－4700 

2 月 19 日（金）に町民体育館で小学生４～6 年生を

対象にコオーディネーショントレーニング教室を開

催いたしました。床に敷かれたカラーリングの上をリ

ズムよく踏んだり、ボールを使って反射神経を鍛える

などの運動が苦手でも楽しめるメニューとなってま

す。3 月 5、12 日（金）19：00 から町民体育館で行う

予定でおりますので、参加希望の生徒はお気軽にご連

絡ください。お待ちしております。 

新潟県内の聖火リレーは、2021年 6月 4日（金）、5日（土）に行われます。新潟県実行委員会では、聖火

リレーの運営を支えるボランティアを募集しています。詳しくは、県ホームページでご案内しています。 

 

URL:https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kenminsports/volunteer.html 

 

【問合せ・申込先】 

東京 2020オリンピック聖火リレー等新潟県実行委員会 〒950-8570新潟市中央区新光町 4番地 1 

新潟県県民生活・環境部スポーツ課内         電話：025-280-5951 

 

多目的運動場・野球場の利用について（お知らせ） 

雪解けとともに多目的運動場・野球場の利用が始まりました。まだまだ肌寒い日が続きますが、家族・友

達などと一緒に屋外で体を動かしませんか。皆さまのご利用をお待ちしております。 

https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kenminsports/volunteer.html

